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諮問書 
 
平成 12 年度における拠出金関係政令を別添のとおり制定することについて、老人保健
法（昭和 57年法律第 80号）第 55条第 4項及び国民健康保険法等の一部を改正する法律
（平成 7年法律第 53号）附則第 8条第 4項の規定に基づき、貴会の意見を求めます。 
 
 
平成 12 年度における老人保健法による医療費拠出金の額の算定に係る率を定める政令の
制定 
 
1 調整対象外医療費見込額に係る率 
平成 12 年度における概算医療費拠出金の額の算定に係る老人医療費見込額のうち老
人加入率による調整の対象から除外する部分を算定する際の基準となる率(老人保健法
第 55条第 1項第 1号の政令で定める率)を 100分の 140とすること。 

2 特別調整基準率 
医療費拠出金の額の算定に係る特別調整に関し、医療費拠出金の実質的負担額が法定

給付費や医療費拠出金等各保険者の義務的支出の合計額に比して著しく過大となる部

分を算定する際の基準となる率(国民健康保険法等の一部を改正する法律附則第 8条第 3
項の政令で定める率)を平成 12年度においては、100分の 32とすること。 


